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■大洗の夏は最高潮に盛り上がりました。（八朔祭）



　

８
月
25
日
・
26
日
、
大
洗
の
夏
の
最
後
を
飾
る
恒
例
の
八
朔
際
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

25
日
は
、
お
か
め
や
ひ
ょ
と
こ
を
乗
せ
た
山
車
が
朝
か
ら
町
内
を
練
り
歩
き
、
伝
統

の
祭
り
の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
26
日
の
歩
行
者
天
国
で
は
様
々
な
催
し
が
行

わ
れ
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
磯
節
パ
レ
ー
ド
や
園
児
ら
に
よ
る
山
車
な
ど
が
祭
り
に
華
を

添
え
、
終
盤
に
は
３
台
の
山
車
が
新
道
の
交
差
点
に
集
合
し
、
威
勢
の
よ
い
掛
け
声
と

と
も
に
大
洗
の
夏
は
最
高
潮
に
盛
り
上
が
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ま
し
た
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誓いの言葉
大貫小学校　荻沼ゆきさん

普段目にすることのない自然の驚異
を体験できました

火山による災害の傷跡を目の当たり
にして息を飲む参加者たち

ステージは磯ダンスで大盛り上がり
を見せました

お礼の言葉　磯浜小学校　大貫未良
衣さん「体験学習で『決まりを守る
こと』『何をするにも協力すること』
の大切さを学びました」

毎日のラジオ体操第一で心も体も目
を覚まします。フェリーデッキにて

大都市「札幌」の全てを見てこよう！

時計台は北海道の歴史のシンボル。
この時この場所は６年生の記憶とし
ていつまでも心に残るでしょう

安全で正確な航路をつかさどる船長
さんから説明を受けました

4泊5
日北海道洋上体験学習北海道洋上体験学習北海道洋上体験学習北海道洋上体験学習

「いつまでも心に残る思い出をつくろう」

　小学６年生全員を対象にした北海道洋上体験学習が７月27日から
31日までの５日間、６年生131名の参加で実施されました。
　大勢の保護者の方々に見送られ、大洗を出発した参加者はカーフェ
リーの旅を楽しみながらも、船内で団体行動のマナーや班活動での磯
ダンスの練習などの活動で、一つひとつ確実に習得していました。
　到着した苫小牧港から北海道入りし、まず雄大な大自然に目を見張
る参加者。噴火後７年を経て水蒸気が今なお吹き上がっている「有珠
（うす）山登山」では熱がこもる地肌に驚き、登別温泉「地獄谷」では自
然の驚異と凄みを目のあたりにして、北海道の大自然を体で感じるこ
とができました。「有珠山での噴火の地形変化のすごさと、噴火前に起
こる地震のことが心に残りました。」と夏海小学校の吉田悠生さん。磯
浜小学校の峯島桃子さんは「地獄谷のスゴイ迫力ある景色が思い出
にのこりました。」と話していました。
　札幌市内を自分達で探索する「札幌自由活動」では、旧道庁舎を出
発して大通り公園や狸小路、テレビ塔、時計台など班ごとに興味ある
ポイントを自分の目や足で確認しながら探索しました。「地下鉄が急発
進したり、すごく揺れるので驚きました」と大貫小学校の髙橋佑季さ
ん。祝町小学校の岩﨑裕大さんは「時計台を見たらすごく立派で、思
わず叫びそうになりました」とそのときの素直な感想を話してくれまし
た。
　夕食の時間は、練習を繰り返し力をあわせて完成させた「磯ダンス」
のコンテスト。息の合ったダンスで、班の結束力の強さを見せてくれま
した。そして、サブリーダーの皆さんがサプライズで用意した、コスチ
ュームでの見事な磯ダンスに会場は熱気に包まれ、北海道最後の夜
は大きな盛り上がりを見せました。
　帰路、船を操縦する様子を見せていただいたカーフェリーのブリッジ
（操舵室）で、船長さんから特別に船のトレードマークでもある赤いひま
わりの苗をいただきました。来年中学へ進学する６年生の皆さんが洋上
体験学習を通して学んだことは、これから伸び咲き誇る赤いヒマワリの
ように将来に向けて大きく花開くことでしょう。「洋上体験を通して一生
懸命になることを学びました。スケジュールどおりに行動できたのは、み
んなが一生懸命だったからだと思います。これからはこのことを頭に入
れて生活していきたい。」と磯浜小学校の座波朝輝さんは体験学習を
振り返って話してくれました。

　２回の事前研修から事後研修までの期間を通し、子ども会や体験学
習の経験者である育成者と高校生会の皆さんに指導助言にあたって
いただきました。磯浜小学校の大貫瞬汰さんは「高校生になったらサ
ブリーダーになって、そのときの６年生にも今回のような楽しい思い
出を残してあげたい。育成者やサブリーダーの皆さんのおかげで楽し
い思い出が作れました。」と感謝の気持ちを語ってくれました。
　育成者としてご協力いただいた青柳克昌さんは「始めできないと思
っていた時間に対する意識、人に感謝する態度が、研修期間の間に見
ちがえるようにできて・・・正直、感激しました。」と共にがんばることがで
きた道のりとその確かな手ごたえを語ってくださいました。
　育成者の皆さん、サブリーダーの皆さん本当にお世話になりました。

131人を乗せたカーフェリーが旅立ちました

お世話になった育成者、サブリーダーの皆さん

小　学
６年生
小　学
６年生
小　学
６年生
小　学
６年生



　

第
三
者
行
為
と
し
て
、
最
も
代
表

的
な
事
例
が
交
通
事
故
に
な
り
ま

す
。
そ
の
他
で
は
、
他
人
の
家
の
犬

に
か
ま
れ
た
場
合
や
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル

を
当
て
ら
れ
た
場
合
等
、
第
三
者
の

行
為
に
よ
っ
て
怪
我
を
し
た
場
合
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、自
損
事
故
の
場
合
は
、一
般

的
に
は
国
民
健
康
保
険
は
使
え
ま
す

が
、
酒
酔
い
運
転
や
無
免
許
運
転
な

ど
の
悪
質
な
法
令
違
反
の
場
合
は
、

国
民
健
康
保
険
は
使
え
ま
せ
ん
。

　

第
三
者
の
行
為
に
よ
り
病
院
又
は

診
療
所
に
か
か
っ
た
場
合
は
、
第
三

者
が
そ
の
医
療
費
等
を
負
担
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
国
民
健

康
保
険
加
入
者
の
過
失
分
は
、
国
民

健
康
保
険
か
ら
医

療
の
給
付
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

治
療
を
受
け
る
場
合
は
、国
保・年

金
課
へ
の「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷

病
届
出
」が
必
要
で
す
。交
通
事
故
に

あ
っ
た
ら
す
ぐ
警
察
に
届
け
、
国
保

の
窓
口
へ
の
届
出
を
忘
れ
ず
に
し
ま

し
ょ
う
。か
か
っ
た
医
療
費
の
う
ち
、

第
三
者
が
負
担
す
べ
き
医
療
費
を
大

洗
町
が
第
三
者
に
請
求
し
ま
す
。

※

お
届
け
い
た
だ
け
な
い
場
合
に

は
、
医
療
費
を
返
還
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

被
害
者
と
加
害
者
の
話
し
合
い
が

つ
い
て
示
談
を
し
て
し
ま
う
と
、
そ

の
示
談
の
内
容
が
優
先
さ
れ
る
た

め
、
国
民
健
康
保
険
で
立
て
替
え
た

医
療
費
を
加
害
者
に
請
求
で
き
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
示
談

を
す
る
場
合
は
、
事
前
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

・
事
故
証
明
書
（
原
本
）

　

・
印
鑑　

・
保
険
証

　

・
第
三
者
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行
為
に
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る
傷
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（
国
保
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に
備
え
て
あ
り
ま
す
）

問
合
せ
／
国
保
・
年
金
係

　
　
　
　

（
内
線
１
５
８
）

国民健康保険の
「第三者行為の届出」について
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す
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大
洗
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

大
洗
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

任
期
満
了
（
11
月
２
日
）
に
伴
う
大
洗
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

の
日
程
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

告
示
日　

10
月
16
日（
火
）

投
票
日　

10
月
21
日（
日
）

　

選
挙
す
べ
き
議
員
の
数　

15
人

※大洗町議会議員一般選挙における各投票所での投票
時間が午前７時から午後６時までとなりますので、ご注
意下さい。
　　なお、期日前投票の投票時間につきましては従来ど
おりです。

大洗町の投票率が2.92％アップしました！
第21回参議院議員通常選挙投票率（選挙区）
　　大　洗　町　51.49％→54.41％
　　茨城県平均　50.07％→54.00％
　　全 国 平 均　56.57％→58.64％
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◇補助交付金の見直し
　平成15年度に町単独補助交付金の一律10％（約400
万円）の削減を行いました。

◇施設管理の民間委託等の推進、休廃止
　町営冷蔵倉庫の廃止（平成17年度）、地区集会所他２施
設の指定管理者制度の導入（平成18年度から）、町営プー
ルの休止（平成18年度から）など、効率的・効果的な公
共施設の管理を行い、約1,760万円を削減しました。

◇指定ごみ袋の有料化
　平成16年４月からごみの収集体制を変更するととも
に、ごみ袋の透明化などごみ出しルールの徹底を図りまし
た。また、平成17年４月からは有料指定ごみ袋を導入し、
ごみ減量化に努めています。これによりごみ処理施設の耐
用年数の延長と約1億円の経費削減を図っています。

◇職員手当の見直し
　平成18年度から危険性・困難性など特殊性が失われた
ものの業務に係る手当（町税賦課業務手当他７手当）の廃
止や通勤手当の見直しを行い、約200万円を削減しまし
た。

　

地
方
分
権
が
進
み
、
地
方
自
治
体
は
さ
ま
ざ
ま
な
知
恵
を
し
ぼ
っ
て
自
主
自
立
し
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
洗
町
で
は
、
効
率
的
な
自
治
体
運
営
の
た
め
、
平
成
18
年
度
に
策
定
さ
れ
た
「
新
大

洗
町
行
財
政
改
革
大
綱
」
に
基
づ
き
、
さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　これまでの行財政改革の取り組みにより、行政組織のスリム化を推進し職員数の削減を行ってきました。
（H14.4.1とH19.4.1を比較すると職員数は31名の減）
　人件費は平成14年度と平成18年度を比較すると約１億２千万円の減となっています。

主な取り組み
（平成15年度～平成18年度）

職員数の管理

　今後は、団塊の世代の退職や制度
改革による新規事業等、課題や需要
を的確にとらえ、住民の皆さんに対
する行政サービスの低下を招かない
よう、計画的な職員数の管理を行
なっていきます。

年　　度
職員総数
（4/1）

退職者数
（3/31）

採用者数
（翌年4/1）

削 減 数

平成14年度 249 4 0 △ 4

平成15年度 245 10 0 △10

平成16年度 235 10 1 △ 9

平成17年度 226 5 5 0

平成18年度 226 12 4 △ 8

平成19年度 218 8（予定） 12（予定） 4

【年度別職員総数】行政・消防の合計

―

町
行
財
政
改
革
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら―
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◆　新大洗町行財政改革大綱は、財務課行財政改革推進室（役場2F）で見ることができます。また、町ホームペー
ジ（http://www.town.oarai.ibaraki.jp/̃zaimu/index.htm）でもご覧になれます。

問合せ／財務課　行財政改革推進室（内線220・222）

◇民間委託等の推進（指定管理者制度の活用を含む。）【削減目標額　約１億270万円】
　学校給食業務の民間委託、夏海浄水場他２施設の業務委託などを推進していきます。また、ゆっくら健康館
他６施設において新たに指定管理者制度を活用し、民間のノウハウによるコストダウン及び施設稼働率のアッ
プ等を図ります。さらに、多様化する保育ニーズ等に対応するため、平成20年４月より第２保育所を民間に
移管します。

◇徴収率の向上
　負担の公平性及び財源を確保するため、徴収体制を強化し、目標徴収率の設定により徴収率の向上に努める
とともに、町税等の完納を推進します。

◇自主財源の確保
　様々な媒体を通じた広告料収入、未利用財産の売却、各種使用料・手数料の見直し等を検討し、新たな自主
財源の確保に努めます。

◇内部管理経費の見直し【削減目標額　約6,741万円】
　職員による庁舎内清掃（H19.4から実施）をはじめ、法令加除業務や庁用文書配送業務の見直し、ITコーディ
ネータによる電算関連経費の総点検を行い、内部管理経費を抑制します。

今後の主な取り組み目標
（平成19年度～平成21年度）

１．事務事業の再編・整理，廃止・統合
２．民間委託等の推進（指定管理者制度の活用
を含む。）
３．定員管理の適正化
４．手当の総点検をはじめとする給与の適正化
５．経費節減等の財政効果（その他財政健全化
のための取り組み）

重 点 課 題

新大洗町行財政改革大綱
（平成18年度～平成22年度）



送迎バス運行表
松川第2花壇前（8:30）～成田～
松川集落センター～神山（8:45）～会場

夏海火の見下（8:30）～農業会館～大貫橋～
船渡（8:45）～会場

前原住宅（8:30）～諏訪神社～中宿バス停～
田山石油店前（8:40）～会場

平戸橋バス停（8:30）～エコス大洗店前～会場

宗五郎商店前（8:30）～角沼前～会場

祝町小学校前（8:30）～松ヶ丘住宅～
幕末と明治の博物館～会場

1号車

2号車

3号車

5号車

6号車

7号車

9月17日（月）は敬老会です9月17日（月）は敬老会です
　今年も、75歳以上の方（昭和8年3
月31日以前に生まれた方）をご招待
し、大洗文化センターで午前9時30分
から開催します。当日は送迎バスを運
行しますのでご利用ください。

問合せ／福祉課社会福祉係（内線152）
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に
よ
り
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め

る
の
が
困
難
な
と
き
は
、
保
険
料

の
免
除
制
度
や
30
歳
未
満
に
適
用

さ
れ
る
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
制
度
の
適

用
を
受
け
る
に
は
申
請
手
続
き
が

必
要
で
す
し
、
こ
の
免
除
制
度
等

が
適
用
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
、
申

請
者
等
の
所
得
が
承
認
基
準
に
合

致
す
る
か
又
は
申
請
者
が
倒
産
・

失
業
な
ど
の
状
況
に
あ
る
こ
と
が

要
件
と
さ
れ
ま
す
。
平
成
19
年
度

分
の
免
除
申
請
等
に
つ
い
て
は
現

在
、
受
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

希
望
す
る
方
は
、
国
保
・
年
金
係

に
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
国
保
・
年
金
課

　
　
（
内
線
１
５
７
・
１
５
９
）

　

恒
久
平
和
を
祈
念
す
る
戦
没
者

追
悼
式
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
関

係
者
各
位
の
ご
参
列
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

日
時
／
10
月
10
日
（
水
）

　
　
　

10
時
30
分
〜

場
所
／
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　

大
会
議
室

問
合
せ
／
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　
　
　
　
（
内
線
１
５
１
）

　

発
足
し
た
て
の
協
会
に
あ
な
た

の
経
験
や
知
識
、
好
奇
心
を
協
会

活
動
に
い
か
し
ま
せ
ん
か
。
日
本

人
と
外
国
人
が
暮
ら
し
や
す
い
町

を
目
指
し
て
、
外
国
人
サ
ポ
ー
ト

や
イ
ベ
ン
ト
交
流
な
ど
企
画
か
ら

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

年
会
費
／
個
人
一
口　

一
千
円

問
合
せ
／

大
洗
町
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
町
長
公
室
内
）
内
線
２
１
４

　

平
成
19
年
度
分
の
年
末
調
整
説

明
会
を
下
記
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。

日
時
／
11
月
７
日
（
水
）

　
　
　

10
時
〜
12
時

場
所
／
茨
城
県
立
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
小
ホ
ー
ル
）

問
合
せ
／
水
戸
税
務
署

　
　
　
　

法
人
課
税
第
２
部
門

　
　
　

☎
（
２
３
１
）
４
２
９
３

年
金
の
加
入
手
続
き
を

忘
れ
ず
に

　

満
60
歳
未
満
で
退
職
し
た
会
社

員
等
（
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
の

加
入
者
）
の
方
及
び
そ
の
被
扶
養

配
偶
者
（
会
社
員
等
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
妻
又
は
夫
）
の
方
は
国
民

年
金
の
加
入
手
続
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
ま
た
厚
生
年
金
等
の
加
入

者
の
被
扶
養
配
偶
者
で
あ
っ
た
方

が
扶
養
か
ら
外
れ
た
場
合
や
離
婚

し
た
場
合
も
同
じ
く
手
続
き
が
必

要
で
す
。
手
続
き
を
忘
れ
る
と
、

将
来
受
け
る
年
金
額
に
影
響
し
ま

す
の
で
、
役
場
・
国
保
・
年
金
課

で
必
ず
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
そ
の
際
、
経
済
的
な
理
由

大
洗
町
国
際
交
流
協
会

会
員
募
集

大
洗
町
戦
没
者
追
悼
式

源
泉
徴
収
義
務
者
に
対
す

る
年
末
調
整
説
明
会
開
催

の
お
知
ら
せ
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こ
の
調
査
は
、
国
民
の
ふ
だ
ん

の
就
業
・
不
就
業
の
状
態
を
詳
細

に
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
雇
用

政
策
を
始
め
経
済
政
策
な
ど
に
必

要
な
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

　

調
査
の
対
象
と
な
っ
た
世
帯
に

９
月
下
旬
に
統
計
調
査
員
が
伺
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
合
せ
／
町
長
公
室
企
画
調
整
係

　
　
　
　
（
内
線
２
１
５
）

税
込
価
格
／
○
ポ
ケ
ッ
ト
判
（
７

×
12
㎝
）
３
０
０
円
○
標
準
判

（
８
・
２
×
13
・
９
㎝
）
４
０
０

円
○
デ
ス
ク
判
（
14
・
９
×
21
㎝
）

９
０
０
円

申
込
み
／
９
月
18
日
（
火
）
ま
で

に
代
金
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
申
込
書
は
町
長
公
室
に

備
え
て
あ
り
ま
す
。
手
帳
は
後
日

送
付
し
ま
す
。

問
合
せ
／
町
長
公
室
企
画
調
整
係

　
　
　
　
（
内
線
２
１
５
）

☆
食
事
代
は
含
み
ま
せ
ん
。

対
象
／
大
洗
町
に
住
民
登
録
の
あ

る
方（
平
成
19
年
10
月
10
日
現
在
）

定
員
／
１
８
０
人

☆
先
着
順
に
よ
り
定
員
に
な
り
次

第
締
切
。

応
募
期
間
／
10
月
10
日
（
水
）
〜

　
　
　
　
　

12
日
（
金
）

受
付
時
間
／
８
時
30
分
か
ら

申
込
み
／
生
涯
学
習
課
へ
直
接

（
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
よ
り
）

☆
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
便
受
付
は

い
た
し
ま
せ
ん
。

☆
組
単
位
の
申
込
み
可

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

　
　
　

☎
（
２
６
７
）
０
２
３
０

　

往
年
の
名
車
た
ち
が
東
京
原
宿

か
ら
裏
磐
梯
、
茂
木
そ
し
て
大
洗

町
を
経
て
横
浜
ま
で
（
１
、６
０

０
㎞
）を
目
指
す
ラ
リ
ー
大
会
ラ
・

フ
ェ
ス
タ
・
ミ
ッ
レ
ミ
リ
ア
が
10

月
13
日
か
ら
17
日
ま
で
の
５
日
間

開
催
さ
れ
ま
す
。

大
洗
町
通
過
日
時
・
場
所

10
月
16
日
（
火
）

午
前
８
時
頃　

先
頭
車
両
到
着

午
前
９
時
30
分
頃　

最
終
車
両
出

発

照
沼
☎
（
２
６
６
）
１
２
０
０

　

自
分
で
収
穫
し
た
、
と
り
た
て

の
「
さ
つ
ま
い
も
」
の
味
は
格
別

で
す
。
品
種
は
甘
く
て
ほ
く
ほ
く

の
ベ
ニ
ア
ズ
マ
で
す
。
掘
り
取
っ

た
「
さ
つ
ま
い
も
」
は
全
部
お
持

ち
帰
り
で
き
ま
す
。

開
設
期
間
／
９
月
29
日
（
土
）
〜

11
月
９
日
（
金
）

※
要
予
約　

受
付
期
間
は
10
月
末

日
ま
で

料
金
／
１
株
１
０
０
円
、
１
う
ね

（
５
・
５
ｍ　

約
18
株
）
１
、
０

０
０
円
、
１
区
画
（
30
㎡　

約
90

株
）
５
、
０
０
０
円

※
結
構
大
き
い
区
画
に
な
り
ま
す

の
で
家
族
や
グ
ル
ー
プ
等
の
何
人

か
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

場
所
／
二
葉
市
民
農
園
内

持
物
／
長
靴
、
シ
ャ
ベ
ル
、
軍
手

又
は
ゴ
ム
手
袋
、
イ
モ
を
入
れ
る

袋
か
コ
ン
テ
ナ

申
込
み
・
問
合
せ
／
農
林
水
産
課

農
政
係　

☎（
２
６
７
）５
１
１
１

二
葉
市
民
農
園
部
会

片
桐　

操
☎（
２
６
７
）５
０
７
２

梶
尾
太
之
☎（
２
６
７
）５
４
６
０

吉
村
平
吉
☎（
２
６
６
）２
６
６
８

有
田
巳
義
☎（
２
６
７
）４
６
０
４

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

第
４
埠
頭
イ
ベ
ン
ト
バ
ー
ス

町
内
走
行
ル
ー
ト

平
戸
橋
↓
磯
浜
町
内
↓
大
貫
蔵

前
↓
第
4
埠
頭
イ
ベ
ン
ト
バ
ー
ス

（
マ
リ
ー
ナ
脇
）
↓
袖
ヶ
浦
橋

参
加
車
両

歴
代
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー　

１
１
３
台

主
催
／
テ
レ
ビ
朝
日

問
合
せ
／
商
工
観
光
課

　
　
　
　
（
内
線
３
３
１
）

　

冬
の
風
物
詩
「
鮟
鱇
」
は
、
お

客
様
を
も
て
な
す
特
別
な
食
材
と

し
て
大
切
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

後
世
代
に
郷
土
食
文
化
と
料
理

人
の
精
神
を
継
承
し
つ
つ
、
地
域

の
繁
栄
を
願
う
儀
式
と
し
て
新
に

考
案
さ
れ
た
の
が「
鮟
鱇
庖
丁
式
」

で
す
。

　

鮟
鱇
庖
丁
式
に
真
剣
に
取
り
組

む
気
持
ち
が
あ
り
、
気
鋭
が
あ
る

人
で
あ
れ
ば
料
理
人
で
あ
る
か
否

か
は
問
い
ま
せ
ん
。
興
味
の
あ
る

方
は
お
気
軽
に
お
問
合
せ
下
さ

い
。

鮟
鱇
包
丁
式
／
10
月
（
予
定
）

練
習
日
／
週
２
回　

21
時
〜

問
合
せ
／

飛
田
☎
（
２
６
７
）
５
０
７
０　

往
年
の
世
界
の
名
車
集
合
！

ラ
・
フ
ェ
ス
タ
・
ミ
ッ
レ
ミ

リ
ア
２
０
０
７

鮟
鱇
庖
丁
式
の

メ
ン
バ
ー
募
集
！

　

11
月
３
日
、
４
日
に
行
わ
れ
る

芸
術
文
化
祭
に
作
品
を
出
展
し
ま

せ
ん
か
。
創
る
喜
び
、
表
現
す
る

楽
し
さ
を
感
じ
て
、
芸
術
の
秋
を

満
喫
し
て
く
だ
さ
い
。

部
門
／
書
道
、
篆
刻
、
絵
画
、
陶

芸
、
工
芸
美
術
、
詩
歌
、
俳
句
、

い
け
ば
な
、
写
真

応
募
期
限
／
９
月
９
日
（
日
）

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

　
　
　

☎
（
２
６
７
）
０
２
３
０

　

成
人
式
式
典
の
企
画
運
営
を
行

う
新
成
人
（
昭
和
62
年
４
月
２
日

〜
昭
和
63
年
４
月
１
日
生
）
を
募

集
し
ま
す
。
思
い
出
に
残
る
式
典

と
な
る
よ
う
に
、
多
く
の
皆
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
次
年
度
新
成
人
の
運
営
協

力
者
も
合
わ
せ
て
募
集
し
ま
す
。

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

　
　
　

☎
（
２
６
７
）
０
２
３
０

日
時
／
10
月
29
日
（
月
）

場
所
／
大
洗
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

費
用
／
１
万
円

芸
術
文
化
祭
の
展
示
作
品

い
も
ほ
り
体
験

（
観
光
農
園
）
募
集

平
成
19
年
度

県
民
手
帳
の
申
込
受
付

成
人
式
の

企
画
・
運
営
委
員
募
集

第
11
回
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

10
月
１
日
就
業
構
造
基
本

調
査
を
実
施
し
ま
す



第６回全国高等学校アームレスリング選手権大会出場者募集！（笠間市）
　高校生であれば誰でも参加できます。（但し、20才以下に限る）
期日／10月28日（日）選手受付８時30分開始、開会式午前10時から
場所／笠間市民体育館（笠間市石井2068-1）
競技クラス
男子の部
　個人の部（右・左腕共）60㎏以下、70㎏以下、80㎏以下、80㎏超級
　団体の部（右・左腕共）１チーム３名　合計220㎏以下
女子の部
　個人の部（右・左腕共）55㎏以下、55㎏超級
　団体の部（右腕のみ）１チーム３名　体重無制限
参加料／個人・団体の部とも各1,000円（右左・複数クラスに参加しても同額）
申込締切／平成19年10月19日（金）必着
申込み・問合せ／大会事務局（笠間市スポーツ振興課）☎0296-72-9330

虎塚古墳秋季一般公開について（ひたちなか市）
　国指定史跡虎塚古墳の彩色壁画の一般公開を行います。
　古墳時代に描かれた貴重な壁画です。みなさんお誘い合わせのうえご
覧ください。
期　間　11月１日（木）から11月４日（日）まで
　　　　11月８日（木）から11月11日（日）まで
時　間　９時から12時30分まで、13時30分から16時まで
観覧料　大人150円（団体120円）、小中学生80円（団体60円）、団体は

30人以上
問合先　ひたちなか市文化課☎273-0111（内線327）
　　　　虎塚古墳　　　　　☎273-3663（期間中のみ）
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保
護
者
が
パ
ー
ト
就
労
や
病

気
、
冠
婚
葬
祭
、
育
児
な
ど
に
と

も
な
う
心
理
的
不
安
を
解
消
す
る

な
ど
の
理
由
に
よ
り
一
時
的
に
家

庭
で
の
保
育
が
困
難
に
な
る
場
合

に
、
お
子
さ
ん
を
保
育
所
で
お
預

か
り
し
ま
す
。

対
象
／
本
町
に
居
住
し
て
い
る
保

育
の
実
施
の
対
象
と
な
ら
な
い
就

学
前
の
児
童

※
生
後
６
ヵ
月
か
ら
（
１
歳
未
満

の
乳
幼
児
は
事
前
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
お
子
さ
ん
の
体
調

が
悪
い
時
は
お
預
か
り
出
来
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

保
育
時
間
／
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
（
土
曜
日
は
正
午
ま
で
）

利
用
料
／
４
時
間
ま
で
１
、２
０

０
円
、
１
時
間
増
す
ご
と
に
３
０

０
円
（
別
に
給
食
費
等
４
０
０
円

の
負
担
有
）

実
施
保
育
所
／
第
一
保
育
所
・（
自

主
事
業
）
第
二
保
育
所

申
込
方
法
／
利
用
し
た
い
日
の
３

日
前
迄
に
申
請
書
に
よ
り
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
緊
急
な
時
は
直

接
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／

第
一
保
育
所

　

☎
（
２
６
７
）
２
６
７
１

第
二
保
育
所

　

☎
（
２
６
７
）
２
３
６
７

福
祉
課
子
育
て
支
援
係

　
　
　
（
内
線
１
５
４
）

一
時
（
緊
急
）
保
育
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す

　茨城県では、県民誰もが認知症について正しく理解し、認知症高齢
者やその介護家族が安心して暮らすことができる地域づくりを目指し
ています。
　このため、平成18年度より毎年９月を「茨城県認知症を知る月間」
として、認知症に対する正しい理解の普及・啓発に関する各種広報活
動やフォーラム、研修会等を実施しています。
『認知症予防フォーラム（医師会市民フォーラム）』
　認知症の早期発見・早期診断を推進するためには、認知症に関する
正しい知識と併せて、認知症の医療に関する知識も必要となってきま
す。「専門医の話を聞いてみたい」「認知症について詳しく知りたい」
などご関心のある方は、是非お誘い合わせのうえご参加ください。
日時　９月29日（土）午後１時30分から
場所　茨城県メディカルセンター　１階　研修講堂
　　　水戸市笠原町489番地
申込み・お問い合わせ先
　　　社団法人茨城県医師会　「認知症フォーラム係」
　　　水戸市笠原町489　TEL241-8446〔平日9:00～17:00〕
その他の事業
　『茨城県認知症介護アドバイザー養成研修』・『認知症サポーター養
成講座』・『認知症月間街頭啓発』

◆特別講演会
　日時／９月21日（金）13時開場　13時30分開演
　場所／テクノ交流館リコッティ（東海駅前）
　講師／科学ジャーナリスト餌取章男氏
　演題／「科学技術の進展とエネルギー利用」
　　　　―人類は生きのびられるか―
　　　　※入場は250名様先着順（入場無料）
◆原子力体験フェア
　日時／9月22日（土）10時30分～15時30分
　場所／東海文化センター
　内容／原子力ウルトラクイズ
　　　　（小学生高学年対象・出場者募集中）
　　　　サイエンスショー　科学工作教室、飯星景子による

トークショーの他、人気アーティスト出演による公開
録音など。

　　　　※入場・参加全て無料
問合せ／（社）茨城原子力協議会　TEL282-3111

9月は茨城県認知症を知る月間です9月は茨城県認知症を知る月間です

　あなたの技術や経験を生かして、発展途上国の人々と共に生
活し、協力活動を展開していく海外ボランティアに参加してみ
ませんか。気になったら、まずは体験談＆説明会へお越し下さ
い。
◆日程
9/30（日）12：30～16：00　つくばインフォメーションセンター
10/ 7（日）13：00～16：30　水戸市民会館
10/14（日）12：30～16：00　つくばインフォメーションセンター
10/17（水）18：30～21：30　水戸市民会館
※他会場有り（お問合せ下さい）
願書受付／10月１日（月）から11月９日（金）まで。
応募資格／青年海外協力隊　満20～39歳（11月９日現在）
　　シニア海外ボランティア　満40～69歳（11月９日現在）
応募方法／所定の願書に必要事項を記入し、JICA青年海外協
力隊事務局まで郵送。
願書・問合せ／JICA筑波　☎029-838-1111
　　　　　　　9：30～17：30（土日祝日除く）

青年海外協力隊・シニア海外ボランティア募集

茨城原子力体験フェア開催のお知らせ茨城原子力体験フェア開催のお知らせ
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日
時
／
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月
18
日
（
木
）

　
　
　

10
時
〜
15
時

場
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／
役
場
３
階
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相
談
員
／
人
権
擁
護
委
員

問
合
せ
／
町
長
公
室

　
　
　
　
（
内
線
２
１
２
）

相
談
日
／
10
月
５
日
（
金
）

場
所
／
ゆ
っ
く
ら
健
康
館
１
階

　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

時
間
／
13
時
30
分
〜
15
時

☆
在
弁
護
士
・
要
予
約

申
込
み
／
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　

☎
（
２
６
６
）
３
０
２
１

休
室
日
／
毎
週
月
曜
日

貸
出
時
間
／

　

９
時
30
分
〜
16
時
30
分

新
着
本
／
「
カ
シ
オ
ペ
ア
の
丘
で

上
・
下
」
重
松
清
・
著
／
「
お
父

さ
ん
は
や
っ
て
な
い
」
矢
田
部
孝

司
・
あ
つ
子
・
著

◆
寄
贈
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。（
8
月
）

小
野
瀬
修
平
さ
ん

曜

水

土

日

日

土

日

29

１

２

9

15

関係者

一　般

一　般

一　般

ホ－ル

大会議室

ホ－ル

大会議室

10：00

9：00

9：00

13：00

催　事　内　容
●大洗文化センター●　　　☎266-2442
月

8

9

労働組合定期大会（日本私鉄労働組合関東地方連合会）

仏壇展示会（東洋リビング）

民謡コンクール（茨城県民謡民舞連合会）

ユニバーサルビーチ10thシンポジウム

開催場所開始時間 入場方法

今 月 の

期
納国民健康保険税（第４期）

介護保険料（第４期）
下水道受益者負担金（第２期）

納期は10月1日までです。

町の人口と世帯
（7月末現在）

人 口 18,853人
 男　　 9,321人
 女　　 9,532人
世帯数　 6,878世帯 
転入　 57人 転出　 50人
出生　 7人 死亡　 16人

図
書
室

心
配
ご
と
相
談

　

茨
城
県
で
は
、
橋
本
昌
知
事
と

県
民
の
皆
さ
ま
と
が
直
接
、
自
由

に
話
し
合
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対
話
集
会
「
知
事
と

語
ろ
う
『
明
日
の
茨
城
』」
を
開

催
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茨
城
」
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て
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、
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気
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え
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ま
せ
ん
か
？
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／
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月
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〜
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午
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／
茨
城
県
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戸
合
同
庁
舎　

　
　
　

２
階
大
会
議
室
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／
茨
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県
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方
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１
０
０
名
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Ａ

Ｘ
、E
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に
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項
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郵
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住
所
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氏
名
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ふ
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が

な
）、
年
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号
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業
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の
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記
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先
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。

申
込
・
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合
せ
／

〒
３
１
０
│
０
８
０
２

（
水
戸
市
柵
町
1
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1
）

茨
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県
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務
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県
民
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課

☎
（
２
２
５
）
２
４
９
０

FAX
（
２
２
８
）
１
７
２
５

E
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込
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／
９
月
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木
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／
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合
、
必
要
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者
全
員
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。

　

県
立
農
業
大
学
校
で
は
、
高
校

等
卒
業
者
（
及
び
卒
業
見
込
者
）

を
対
象
に
農
業
部
（
農
学
科
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畜
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科
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経
営
情
報
学
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・
果
樹
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科
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菜
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花
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科
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の
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集
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す
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寮
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で
す
。
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入
学
願
書
の
受
付
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間
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各
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科
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成
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年
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２
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成
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２
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７
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日
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薦
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談
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TEL 029-266-3322　　FAX 029-267-5417
E-mail umi@anco-oarai.org　　URL http://www.anco-oarai.org

大洗海の大学　9月とっておきカリキュラム大洗海の大学　9月とっておきカリキュラム大洗海の大学　9月とっておきカリキュラム大洗海の大学　9月とっておきカリキュラム

　涸沼の風景を川面に近いところから観ると景色と空が一体化していて
自然の大きさを改めて感じます。そして、水の音が想像以上に心を癒し
てくれます。“カヌー”といってもカヤック・カナディアン等々種類が
あります。大洗海の大学では、手作りのカナディアンカヌーを使っての
教室を行なっております。春から初夏にかけて「初級クラス」として涸
沼でレッスン。初心者歓迎です。初秋には「中級クラス」として涸沼か

ら涸沼川、那珂川河口へと出て海門橋まで下ります。太平洋を眺めながらのゴールは言葉に表せない感動を
味わうことができるでしょう。そして、秋本番には大洗でレッスンした成果を試すため、大洗町を離れ栃木
県茂木町から御前山まで那珂川を下る「上級者クラス」があります。カヌーで川を下る中、鮭が産卵のため
川を上る光景は経験した人しか得られない感動に包まれます。カナディアンカヌーは基本的に二人乗りで、
後ろに乗る人が舵取りの役割を担います。蛇行しながらもスムースに前へ進むコツは、なんと言っても二人
の息が合うかどうか！初めての人は、パドルで漕ぐことに精一杯でしょう。でも、コツをつかめば、自分で
漕ぎカヌーが前へ進む達成感を得て、しばしパドルの手を止めてゆっくり自然の素晴らしさを感じ取れるこ
とができるでしょう。

川学部カヌー学科　カヌー教室川学部カヌー学科　カヌー教室

本校カリキュラム

親子さかあがり教室

9月
「カヌー中級教室」９月９日（日）／「初心者釣り教室」16日（日）／「旬
の魚料理教室」22日（土）／｢ヨットクルージング体験教室｣23日（日）

／｢とんぼ玉教室｣23日（日）／｢貝あわせ教室｣26日（水）／10月14日（日）「カヌー上級教室」

夢town大洗スポーツクラブからのお知らせ！夢town大洗スポーツクラブからのお知らせ！
　秋といえば、スポーツの秋です。友達や家族のみんなでスポーツをして、その後に食欲の秋も楽し
もう！

詳しくは夢town大洗スポーツクラブ事務局までご連絡ください。

大洗町成田町1626　　TEL・FAX　267-1515
受付時間／火曜日から土曜日　８：30～17：00

９月の行事予定

峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨

○テニス教室　　　　　　　　 ８・15・22・29日（土）（計4回）町営テニスコート
　（有料）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10：00～12：00
○親子さかあがり教室　　　　 ８日（土）磯浜小校庭　　　　　10：30～12：00
　（有料）
○スポーツ広場　　　　　　　14日（金）祝町小学校体育館　　19：00～21：00
　（無料）　　　　　　　　　28日（金）一中体育館　　　　　19：00～21：00
○夢town広場　　　　　　　 火曜日～土曜日　　　　　　　　　8：30～17：00
　（有料）　　　　　　　　　総合運動公園トレーニングルーム

☆企画部員の募集／夢town大洗スポーツクラブの各種事業（教室等）の企画運営
　を一緒にボランティアで行っていただける方を募集します。
　（年齢性別は問いません）
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表彰

ないかと痛感するのであります。
　反面、観光客の増加は町民の生活に色々と支障をきたしているという現
状もあります。その最大なるものに交通渋滞があげられますが、こうした
環境改善に一層の努力をし、インフラの整備、生活環境の整備に力を注ぐ
ことが大切であり、町の活性化と生活環境面での調和あるまちづくりを目
指していかなければならなりません。
　海水浴場開設期間の猛暑の中、連日防犯活動に従事していただいた防犯
連絡協議会、自警団、サポーター又交通安全活動に取り組んでいただいた
交通安全協会や母の会の皆様には心より感謝しています。この夏、40日間
で95,500台の車に公共駐車場をご利用いただきましたが、本年は、サン
ビーチ駐車場に防犯監視塔を設置し、パトロールと併せこの塔を使って監
視活動をしていただいたことで、海水浴場における街頭犯罪は例年に比べ
半減したという嬉しい報告もいただいており、あらためて感謝を申し上げ
る次第です。
　地域間競争や少子高齢化の進むわが国の現状において、わが町は小さく
ても恵まれた資源を有しております。今後さらに「住んで良し、訪れて良
し」のまちづくりに力を注ぎ、定住人口や交流人口の増大を目指して町民の
皆さんと力を併せてまいりましょう。

蝉
の
如
く
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に

　今年の夏は猛暑が続き、残暑も厳しい日々が続いてお
りますが皆さんお健やかにお過ごしでしょうか。
　さて、ここ数日蝉の鳴き声がエネルギッシュに響いて
おります。蝉は土の中で７年もの長い歳月をかけて成長
し、地上にでて羽化してからわずか７日という短い時を
精一杯のエネルギーを一気に爆発させて一生懸命生きま
す。その蝉の力強い鳴き声に比べると、我々も、もっと
もっと頑張らなければならないという思いにかりたたさ
れます。
　７月の天候では海水浴客の入り込みについて心配しま
したが、８月に入ってからは連日30℃を越える暑さに
よって順調な入込みにつながり、海水浴場の入込み客が
約83万人（7/14～8/19）前年比149.3％で県内第１
位となりました。８月のピーク時に調査をしてみると、
埼玉県、茨城県、栃木県、群馬県、東京都の順になって
おり、今年の傾向として言えるのは群馬県からの数字が
伸びていることです。新潟中越沖地震の影響も一因かと
思いますが、さらに21年には北関東自動車道や茨城空
港が開港するということでより多くの方々が大洗町へ訪
れるものと思います。
　いまこそ蝉の如く、我が町は最大限のエネルギーを発
揮して、こうしたより地域経済振興の環境を整えるべく、
官民一体となって魅力ある受皿づくりに力を注ぐ時では

　７月27日（金）、石岡市民会館において、
第22回茨城県幼少年婦人防火大会が開催
され、大貫地区女性防火クラブ員の小池テ
ル子さんが茨城県消防協会長表彰を受賞し
ました。
　小池さんは、防火クラブ員として火災予
防思想の普及高揚に努め地域の安全確保に
貢献したことが評価され、優良民間防火組
織クラブ員として表彰されました。

大洗町女性
防火クラブ員の
小池さん
優良民間防火組織
クラブ員として表彰

　

防
犯
連
絡
員
協
議
会
や
地
域
自
警
団
の
皆
さ
ん
に
は
、
日
頃
か

ら
、
地
域
の
安
全
は
自
ら
の
手
で
守
る
と
の
崇
高
な
精
神
の
も

と
に
地
域
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
児
童
・
生
徒
の
安
全
確

保
や
イ
ベ
ン
ト
時
に
お
け
る
街
頭
犯
罪
の
警
戒
、
町
内
パ
ト
ロ
ー

ル
の
実
施
等
、｢

安
全
で
安
心
で
き
る
ま
ち
づ
く
り｣

の
た
め
に
、

地
域
安
全
の
中
核
と
し
て
日
夜
ご
活
動
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
も
、
多
く
の
海
水
浴
客
を
お
迎
え
す
る
こ
と
と
な
り
、
お

越
し
い
た
だ
い
た
お
客
様
が
、
安
心
し
て
滞
在
し
、
安
全
に
お
帰

り
い
た
だ
く
と
い
う
気
配
り
か
ら
、
少
し
で
も
海
水
浴
場
に
お
け

る
街
頭
犯
罪
（
車
上
狙
い
、
盗
撮
、
置
き
引
き
等
）
を
無
く
そ
う

と
、サ
ン
ビ
ー
チ
海
岸
駐
車
場
に
防
犯
監
視
塔（
３
基
）を
設
置
し
、

８
月
か
ら
の
猛
暑
続
き
の
な
か
、
毎
日
、
防
犯
連
絡
員
協
議
会
等

の
皆
様
に
交
代
で
監
視
搭
か
ら
目
を
光
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
駐
車

場
内
を
青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
で
巡
回
す
る
等
、
怪
し
い
動
き
を

し
て
い
る
不
審
者
を
見
つ
け
次
第
、
１
１
０
番
通
報
す
る
等
の
活

動
を
し
ま
し
た
。

　

水
戸
警
察
署
大
洗
地
区
交
番
の
菊
地
所
長
は
、「
こ
の
よ
う
な

防
犯
監
視
塔
を
設
置
し
て
の
取
り
組
み
は
全
国
で
も
例
が
な
く
、

監
視
塔
か
ら
の
防
犯
監
視
が
功
を
奏
し
、
７
月
、
８
月
に
お
け
る

海
水
浴
場
に
お
け
る
街
頭
犯
罪
が
昨
年
か
ら
比
較
す
る
と
半
減
し

ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
犯
罪
の
な
い
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
町
民
の

皆
様
に
も
ご
協
力
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

み
ん
な
で　

つ
く
ろ
う　

安
心
の
街

　

防
犯
対
策
は
一
人
ひ
と
り
の
防
犯
意
識
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

車上荒らし等に効果発揮


